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Annotation of the Buddhacharita in the Xuanying’s Yiqiejingyinyi, Vol. 20

LI Naiqi

The Buddhacharita is widely recognized for its literary value and religious significance as

a poetic text praising the merits and virtuous deeds of the Buddha. This paper focuses on

the annotations of the Buddhacharita in the 20th volume of the Yiqiejingyinyi by

Xuanying, with the aim of elucidating the background of the expressions and phrases used

in the Buddhist texts.

The “Yiqiejingyinyi” played the role of a dictionary, explaining difficult words and phrases

appearing in Buddhist scriptures through annotations, and contributed greatly to the

understanding and spread of Buddhism. The words and phrases treated in the

Yiqiejingyinyi reflect the cultural background and tradition of Buddhist literature of the

time, and aim to deepen Buddhist thought through the interpretation of the Yiqiejingyinyi.

In this paper, through the interpretation of the Yiqiejingyinyi, the sutra readings, and the

translations and commentaries, I will revisit the Buddhacharita from relevant linguistic

and cultural perspectives.



玄
応
撰
﹃
一
切
経
音
義
﹄
第
二
十
巻
に
お
け
る
﹃
仏
所
行
讃
﹄
音
義

李

乃

琦

『仏
所
行
讃
﹄
は
︑
仏
陀
の
功
績
や
徳
行
を
賛
美
す
る
詩
的
な
文
と
し
て
︑
そ
の
文
学

的
価
値
と
宗
教
的
意
義
が
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
︒
本
稿
で
は
︑
玄
応
撰
﹃
一
切
経
音

義
﹄
第
二
十
巻
に
お
け
る
﹃
仏
所
行
讃
﹄
の
音
義
注
釈
に
焦
点
を
当
て
︑
経
典
で
用
い
ら

れ
る
表
現
や
語
句
の
背
景
を
解
明
す
る
︒

『一
切
経
音
義
﹄
は
︑
仏
教
経
典
に
登
場
す
る
難
解
な
語
句
を
音
義
を
通
じ
て
解
説
す

る
辞
書
的
な
役
割
を
果
た
し
︑
仏
教
の
理
解
と
普
及
に
大
い
に
貢
献
し
た
︒
そ
こ
で
取
り

扱
わ
れ
る
語
句
は
︑
当
時
の
文
化
的
背
景
や
仏
教
文
献
の
伝
統
を
反
映
し
て
お
り
︑
音
義

の
解
釈
を
通
じ
て
仏
教
思
想
の
深
化
を
目
指
し
て
い
る
︒
本
稿
で
は
︑
音
義
の
解
釈
や
経

典
の
訓
読
お
よ
び
訳
注
を
通
じ
て
︑﹃
仏
所
行
讃
﹄
に
関
連
す
る
言
語
的
・
文
化
的
な
視

点
か
ら
再
考
を
加
え
る
︒

凡

例

本
稿
で
は
︑
玄
応
撰
﹃
一
切
経
音
義
﹄
第
二
十
巻
に
記
載
さ
れ
て
い
る
﹃
仏
所
行
讃
﹄

の
音
義
を
中
心
に
︑
そ
の
詳
細
な
内
容
を
解
説
す
る
︒
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

⑴

音
義
の
記
述
：
各
項
目
ご
と
に
︑
玄
応
撰
﹃
一
切
経
音
義
﹄
に
お
け
る
記
述
を

提
示
す
る
︒
翻
刻
に
お
い
て
は
︑
字
体
は
高
麗
版
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
︒

⑵

経
典
本
文
該
当
箇
所
：
関
連
す
る
経
典
の
本
文
を
︑
大
正
新
修
大
蔵
経
に
基
づ

い
て
引
用
す
る
︒
ま
た
︑﹃
一
切
経
音
義
﹄
見
出
し
語
の
出
現
場
所
に
傍
線
を
付

し
た
︒

⑶

訓
読
・
和
訳
：﹃
一
切
経
音
義
﹄
に
お
け
る
語
釈
内
容
を
訓
読
お
よ
び
和
訳
す

る
︒
ま
た
︑
訓
読
の
場
合
︑
必
要
な
補
足
を
︵

︶
内
に
記
入
し
た
︒

⑷

注
釈
：
各
語
句
の
背
景
や
文
献
情
報
を
補
足
し
︑
解
釈
を
深
め
る
︒
引
用
に
際

し
て
は
︑
大
正
新
修
大
蔵
経
を
基
準
に
し
︑
異
な
る
版
の
用
字
に
つ
い
て
も
必
要

に
応
じ
て
言
及
す
る
︒

⑸

『一
切
経
音
義
﹄
と
経
典
の
用
字
を
忠
実
に
反
映
す
る
た
め
︑
可
能
な
限
り
旧

字
を
使
用
す
る
︒
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第
一
巻

第


項
目
︻
眙
屬
︼

治
媵
反
︒﹃
通
俗
文
﹄
直
視
曰
眙
︒
經
文
作
瞪
︑
直
耕
反
︒
二
形
通
用
︒
媵
音
以
證
反
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

如
來
處
世
間
︑
兩
足
中
爲
最
︒
淨
目
脩
且
廣
︑
上
下
瞬
長
睫
︒
瞪
矚
紺
青
色
︑
明
煥
半

月
形
︒
此
相
云
何
非
︑
平
等
殊
勝
目
︒
(
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
2
a
2
1～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
2
a
2
4
)

觀
者
挟
長
路
︑
側
身
目
連
光
︒
瞪
矚
而
不
瞬
︑
如
並
青
蓮
花
︒
臣
民
悉
�
從
︑
如
星
隨

宿
王
︒
(
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
5
b
2
9～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
5
c
0
2
)

訓

読
(
眙
の
音
は
︶
治
と
媵
の
反
︒﹃
通
俗
文
﹄︵
に
曰
く
︶︑
直
ち
に
視
る
こ
と
を
﹁
眙
﹂
と

曰
う
︒
経
文
に
は
﹁
瞪
﹂
と
作
す
︒︵
瞪
の
音
は
︶
直
と
耕
の
反
︒
二
形
通
用
す
︒
媵

の
音
は
︑
以
と
證
の
反
︒

和

訳
眙
の
反
切
は
治
と
媵
で
あ
る
︒﹃
通
俗
文
﹄
に
は
﹁
じ
っ
と
見
る
こ
と
を
﹃
眙
﹄
と
呼

ぶ
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
経
典
に
は
﹁
瞪
﹂
と
書
く
と
さ
れ
て
い
る
︒
瞪
の
反

切
は
直
と
耕
で
あ
る
︒
こ
の
二
つ
の
形
は
通
用
す
る
︒
媵
の
反
切
は
以
と
證
で
あ
る
︒

注

釈



眙
⁝
⁝
﹁
眙
﹂︑﹃
広
韻
﹄﹁︵
中
略
︶
直
視
貌
︒
一
作
瞪
︒﹂
現
在
の
大
正
蔵
で
は

﹁
瞪
﹂
の
出
現
回
数
が
圧
倒
的
に
多
い
︒﹁
眙
﹂
は
﹃
樂
邦
文
類
︵
N
o
.
1
9
6
9︶
﹄﹃
宋
高

僧
伝
︵
N
o
.
2
0
6
1︶
﹄﹃
続
伝
燈
録
︵
N
o
.
2
0
7
7︶
﹄﹃
両
部
大
法
相
承
師
資
付
法
記
︵
N
o
.

2
0
8
1︶
﹄
で
し
か
見
ら
れ
な
い
︒

｢
眙
﹂﹃
説
文
解
字
﹄︑
直
視
也
︒
从
目
台
声
︒
丑
吏
切
︒︵
直
視
な
り
︒
目
を
構
成
部
品

に
︑
台
の
音
を
表
す
︒
丑
吏
切
︒︶

｢
瞪
﹂﹃
説
文
解
字
﹄
に
は
見
ら
れ
な
い
が
︑﹃
玉
篇
﹄
で
は
﹁
怒
目
直
視
貌
﹂
と
さ
れ

る
︒

!

矚
⁝
⁝
﹃
類
篇
﹄
に
は
﹁
視
之
甚
也
﹂
と
記
載
さ
れ
て
い
る
︒﹃
魏
書
・
張
淵
伝
﹄

で
は
﹁
凝
神
遠
矚
﹂︑﹃
晋
書
・
桓
温
伝
﹄
で
は
﹁
眺
矚
中
原
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒

"

二
形
通
用
⁝
⁝
﹁
眙
﹂
と
﹁
瞪
﹂
と
い
う
二
つ
の
表
記
は
︑
ど
ち
ら
も
同
じ
意
味

で
通
用
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
漢
字
の
異
な
る
表
記
法
が
同
一
の
概
念

を
表
現
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
示
す
︒

第
!
項
目
︻
細
縵
︼

字
體
作
鞔
︑
莫
槃
反
︒
鞔
︑
覆
也
︒
經
文
作
亜
︑
僈
二
形
︑
並
非
也
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

仙
人
觀
太
子
︑
足
下
千
輻
輪
︒
手
足
網
縵
指
︑
眉
間
白
毫
跱
︒
馬
藏
隱
密
相
︑
容
色
炎

光
明
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
2
c2
7～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
2
c2
9︶
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妙
淨
鮮
花
服
︑
同
車
爲
執
御
︒
街
巷
散
衆
華
︑
寶
縵
蔽
路
傍
︒
垣
樹
列
道
側
︑
寶
器
以

莊
嚴
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
5
b
2
5～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
5
b
2
7︶

訓

読
字
体
は
﹁
鞔
﹂
と
作
す
︒︵
縵
の
音
は
︶
莫
と
槃
の
反
︒
鞔
は
︑
覆
う
な
り
︒
経
文
に

は
亜
と
僈
の
二
形
作
す
︑
並
せ
て
非
な
り
︒

和

訳
字
形
は
﹁
鞔
﹂
と
し
︑
縵
の
反
切
は
莫
と
槃
で
あ
る
︒﹁
鞔
﹂
は
覆
う
こ
と
を
意
味
す

る
︒
経
文
で
は
﹁
亜
﹂
と
﹁
僈
﹂
の
二
つ
の
形
が
あ
り
︑
ど
ち
ら
も
誤
り
で
あ
る
︒

注

釈



縵
⁝
⁝
縵
は
﹁
覆
う
﹂
や
﹁
網
状
に
広
が
る
﹂
と
い
う
意
味
を
持
つ
と
さ
れ
る
︒

こ
こ
で
の
﹁
網
縵
指
﹂
と
は
︑
手
足
に
網
状
の
構
造
や
繊
維
が
絡
み
つ
い
て
い
る
様
子

を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
︒

!

｢
亜
﹂
と
﹁
僈
﹂
⁝
⁝
経
典
で
は
﹁
亜
﹂
と
﹁
僈
﹂
の
二
形
が
見
ら
れ
る
が
︑
こ

れ
は
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒

"

宝
縵
⁝
⁝
経
典
中
で
﹁
宝
縵
﹂
と
あ
る
︒﹁
宝
縵
﹂
は
単
な
る
覆
い
で
は
な
く
︑

特
別
な
意
味
を
持
つ
装
飾
的
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

第
"
項
目
︻
苕
遰
︼

徒
彫
反
︑
下
徒
帝
反
︒
左
思
﹃
呉
都
賦
﹄
云
︑
曠
瞻
迢
遰
︒
劉
逵
曰
︑
苕
遰
︑
遠
望
懸
絶

也
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

爲
立
清
淨
宮
︑
宏
麗
極
莊
嚴
︒
高
峙
在
虚
空
︑
迢
遰
若
秋
雲
︒
温
涼
四
時
適
︑
隨
時
擇

善
居
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
4
c0
1～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
4
c0
3︶

訓

読
(
苕
の
音
は
︶
徒
と
彫
の
反
︒︵
遰
の
音
は
︶
徒
と
帝
の
反
︒
左
思
の
﹃
呉
都
賦
﹄
に
云

う
︑﹁
曠
く
瞻
れ
ば
︑
迢
遰
た
り
︒﹂
劉
逵
曰
く
︑﹁
苕
遰
は
遠
く
望
ん
で
懸
絶
す
る
な

り
︒﹂

和

訳
苕
の
反
切
は
徒
と
彫
で
あ
る
︒
遰
の
反
切
は
徒
と
帝
で
あ
る
︒
左
思
の
﹃
呉
都
賦
﹄
に

は
﹁
広
々
と
眺
め
る
と
︑
は
る
か
遠
く
に
隔
た
っ
て
い
る
﹂
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒
劉

逵
は
﹁
遠
く
を
見
渡
す
と
︑
非
常
に
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
だ
﹂
と
説
明
し
て
い
る
︒

校

異



｢左
思
﹃
呉
都
賦
﹄
云
︑
曠
瞻
迢
遰
︒
劉
逵
曰
﹂
⁝
⁝
磧
砂
蔵
あ
り
︑
高
麗
蔵
に

存
し
な
い
︒

注

釈



呉
都
賦
⁝
⁝
西
晋
時
代
の
左
思
に
よ
る
作
品
で
︑
都
城
賦
の
形
式
に
分
類
さ
れ
る
︒

特
定
の
都
市
や
都
を
題
材
に
し
て
︑
そ
の
歴
史
︑
風
景
︑
文
化
な
ど
を
描
写
す
る
文
学
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形
式
で
あ
り
︑﹃
呉
都
賦
﹄
は
当
時
の
呉
︵
現
在
の
江
蘇
省
や
浙
江
省
を
含
む
地
域
︶
を
指

す
︒

!

｢劉
逵
曰
︑
苕
遰
︑
遠
望
懸
絶
也
﹂
⁝
⁝

劉
逵
は
︑
苕
遰
を
﹁
遠
く
望
ん
で
懸

絶
す
る
も
の
﹂
と
説
明
し
て
い
る
︒
こ
こ
で
の
﹁
懸
絶
﹂
は
︑
視
界
が
非
常
に
遠
く
ま

で
続
き
︑
物
理
的
に
隔
た
っ
て
い
る
様
子
を
意
味
す
る
︒

"

苕
遰
⁝
⁝
物
の
遠
さ
や
隔
た
り
を
強
調
す
る
表
現
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
︑
こ
の

語
は
そ
の
視
界
が
非
常
に
広
く
︑
遠
く
ま
で
続
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
︒

第
$
項
目
︻
�
從
︼

胡
古
反
︒
�
︑
廣
大
也
︒
又
﹃
爾
雅
﹄
云
︑
亦
使
也
︒
養
馬
也
︒
又
﹃
方
言
﹄
廣
也
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

觀
者
挟
長
路
︑
側
身
目
連
光
︒
瞪
矚
而
不
瞬
︑
如
並
青
蓮
花
︒
臣
民
悉
�
從
︑
如
星
隨

宿
王
︒
(
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
5
b
2
9～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
5
c
0
2
)

訓

読
(�
の
音
は
︶
胡
と
古
の
反
︒
�
は
広
大
な
り
︒
ま
た
︑﹃
爾
雅
﹄
に
云
う
︑﹁
ま
た
使

む
な
り
︒
馬
を
養
う
な
り
︒﹂
ま
た
︑﹃
方
言
﹄
に
云
う
︑﹁
広
き
な
り
︒﹂

和

訳
｢�
﹂
の
反
切
は
胡
と
古
で
あ
る
︒﹁
�
﹂
と
は
広
々
と
し
て
大
き
い
こ
と
を
意
味
す
る
︒

ま
た
︑﹃
爾
雅
﹄
に
は
﹁
人
に
仕
え
さ
せ
る
︑
あ
る
い
は
馬
を
飼
育
す
る
意
味
も
あ
る
﹂

と
記
さ
れ
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑﹃
方
言
﹄
に
は
﹁
広
い
﹂
と
い
う
意
味
も
あ
る
と
記
さ

れ
て
い
る
︒

校

異



｢又
﹃
爾
雅
﹄
云
﹂
⁝
⁝
磧
砂
蔵
あ
り
︑
高
麗
蔵
に
存
し
な
い
︒

!

｢又
﹃
方
言
﹄︑
廣
也
﹂
⁝
⁝
磧
砂
蔵
あ
り
︑
高
麗
蔵
に
存
し
な
い
︒

注

釈



�
從
⁝
⁝
歴
代
の
文
献
で
様
々
な
意
味
を
持
つ
言
葉
で
あ
る
︒
一
般
的
に
は
﹁
付

き
従
う
﹂﹁
同
行
す
る
﹂
と
い
っ
た
意
味
が
強
調
さ
れ
る
が
︑
特
に
皇
帝
や
高
位
の
人

物
が
行
動
す
る
際
に
︑
そ
の
周
囲
に
従
う
護
衛
や
随
行
者
を
指
す
こ
と
が
多
い
︒
具
体

的
に
は
以
下
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
が
あ
る
：

⑴

皇
帝
の
巡
行
時
に
︑
護
衛
や
従
者
と
し
て
同
行
す
る
人
々
︒

⑵

一
般
的
な
随
行
者
を
指
す
場
合
︒

⑶

皇
帝
に
付
き
従
い
︑
巡
行
に
同
行
す
る
こ
と
︒

⑷

一
般
的
に
︑
何
か
に
付
き
従
う
行
為
そ
の
も
の
を
指
す
︒

!

『爾
雅
﹄
⁝
⁝
古
代
中
国
の
辞
書
と
し
て
︑
語
義
や
言
葉
の
解
釈
を
提
供
す
る
書

物
で
あ
る
︒﹁
亦
使
也
︒
養
馬
也
﹂
と
い
う
説
明
は
︑﹁
�
﹂
の
一
つ
の
意
味
が
︑
物
や

人
を
使
役
し
た
り
︑
馬
を
養
う
こ
と
に
関
連
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑

﹁
�
﹂
は
単
に
﹁
広
大
﹂
だ
け
で
な
く
︑
特
定
の
機
能
や
役
割
を
果
た
す
意
味
も
持
つ

こ
と
を
示
し
て
い
る
︒

"

『方
言
﹄
⁝
⁝
古
代
の
方
言
や
言
語
の
解
説
を
収
め
た
書
で
︑
地
域
ご
と
の
異
な

る
言
語
や
語
彙
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
︒
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第
%
項
目
︻
顉
頭
︼

吾
感
反
︒﹃
廣
雅
﹄︑
揺
頭
也
︒﹃
説
文
﹄︑
低
頭
也
︒
經
文
作
鴿
︑
非
也
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

菩
薩
亦
如
是
︑
震
怖
長
噓
息
︒
繫
心
於
老
苦
︑
頷
頭
而
瞪
矚
︒
念
此
衰
老
苦
︑
世
人
何

愛
樂
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
6
a
1
4～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
6
a
1
6︶

訓

読
(
顉
の
音
は
︶
吾
と
感
の
反
︒﹃
廣
雅
﹄
に
曰
く
︑﹁
頭
を
揺
か
す
な
り
︒﹂﹃
説
文
﹄
に

曰
く
︑﹁
頭
を
低
る
る
な
り
︒﹂
経
文
に
﹁
鴿
﹂
と
作
す
は
︑
非
な
り
︒

和

訳
顉
の
反
切
は
吾
と
感
で
あ
る
︒﹃
廣
雅
﹄
に
は
﹁
頭
を
動
か
す
こ
と
﹂
と
あ
り
︑﹃
説

文
﹄
に
は
﹁
頭
を
下
げ
る
こ
と
﹂
と
あ
る
︒
経
文
で
﹁
鴿
﹂
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は

誤
り
で
あ
る
︒

校

異



｢﹃
廣
雅
﹄︑
揺
頭
也
﹂
⁝
⁝
磧
砂
蔵
あ
り
︑
高
麗
蔵
に
は
存
在
し
な
い
︒

!

高
麗
蔵
：
鴿
︒
磧
砂
蔵
：
頷
︒

注

釈




『廣
雅
﹄
⁝
⁝
古
代
中
国
の
辞
書
で
︑
語
彙
や
言
葉
の
意
味
を
解
説
す
る
書
物
で

あ
る
︒

!

『説
文
﹄
⁝
⁝
﹃
説
文
解
字
﹄︑
漢
字
の
成
り
立
ち
や
意
味
︑
用
法
を
解
説
し
た
古

代
の
辞
典
で
あ
る
︒﹃
説
文
解
字
﹄
で
は
︑﹁
顉
﹂
は
﹁
低
頭
也
︵
頭
を
低
く
す
る
︶﹂

こ
と
︑
す
な
わ
ち
頭
を
下
げ
る
動
作
を
指
す
︒
こ
れ
は
﹁
顉
﹂
の
使
い
方
が
︑
時
に
は

謙
虚
さ
や
礼
儀
を
示
す
行
動
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
︒

"

｢経
文
作
鴿
︑
非
也
﹂
⁝
⁝
﹁
鴿
﹂
は
鳥
の
名
前
で
あ
り
︑﹁
顉
﹂
と
は
異
な
る
意

義
で
あ
る
︒
こ
の
誤
写
は
︑
正
し
い
意
味
の
理
解
を
妨
げ
る
た
め
︑
訂
正
が
必
要
で
あ

る
︒第

'
項
目
︻
腳
聯
︼

今
作
連
︑
同
︒
力
然
反
︒
相
聯
續
也
︒﹃
聲
類
﹄︑
聯
綿
不
絶
也
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

天
復
化
病
人
︑
守
命
在
路
傍
︒
身
痩
而
腹
大
︑
呼
吸
長
喘
息
︒
手
脚
攣
枯
燥
︑
悲
泣
而

呻
吟
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
6
a
2
7～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
6
a
2
9
)

訓

読
今
︑﹁
連
﹂
と
作
り
︑
同
じ
︒︵
聯
の
音
は
︶
力
と
然
の
反
︒
相
聯
續
す
る
な
り
︒﹃
聲

類
﹄︵
に
曰
く
︶︑
聯
綿
し
て
絶
え
ず
な
り
︒

（ 63 ）



和

訳
今
︑
連
と
い
う
形
は
同
じ
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
︒
聯
の
反
切
は
力
と
然
で
あ
る
︒

そ
れ
は
お
互
い
に
連
続
し
て
繫
が
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
︒﹃
聲
類
﹄
で
は
︑
繫

が
り
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
︒

注

釈



攣
⁝
⁝
大
正
蔵
用
字
︒
現
在
︑﹁
手
や
腕
が
病
気
な
ど
の
た
め
に
自
由
に
動
か
せ

な
い
こ
と
﹂
を
指
す
こ
と
が
多
い
︒
し
か
し
︑﹃
説
文
解
字
﹄
で
は
﹁
係
也
︵
係
る
︶﹂

と
あ
り
︑
声
符
と
し
て
﹁
从
手
䜌
聲
︒
呂
員
切
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
聯
と

同
じ
意
味
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
︒

!

『聲
類
﹄
⁝
⁝
中
国
の
古
典
的
な
音
韻
学
書
で
︑
音
の
変
化
や
対
応
関
係
を
記
録

し
た
辞
典
で
あ
る
︒
こ
の
部
分
で
﹁
聯
綿
不
絶
也
﹂
と
あ
る
の
は
︑
物
事
が
途
切
れ
る

こ
と
な
く
続
い
て
い
る
様
子
を
示
し
て
お
り
︑
言
葉
や
事
象
が
終
わ
る
こ
と
な
く
続
く

状
態
を
表
す
︒

第
(
項
目
︻
侹
直
︼

他
頂
反
︒
侹
直
︑﹃
説
文
﹄︑
長
皃
也
︒
侹
侹
︑
正
直
也
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

諸
根
壞
命
斷
︑
心
散
念
識
離
︒
神
逝
形
乾
燥
︑
挺
直
如
枯
木
︒
親
戚
諸
朋
友
︑
恩
愛
素

纏
綿
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
6
c
0
4～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
6
c
0
6︶

訓

読
(
侹
の
音
は
︶
他
と
頂
の
反
︒
侹
に
し
て
直
し
︑﹃
説
文
﹄︵
に
曰
く
︑︶
長
き
貌
な
り
︒

侹
侹
と
し
て
︑
正
直
な
り
︒

和

訳
侹
の
反
切
は
他
と
頂
で
あ
る
︒
侹
は
ま
っ
す
ぐ
で
︑﹃
説
文
﹄
に
は
﹁
長
い
姿
﹂
と
記

さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑﹁
侹
侹
﹂
と
は
︑
ま
っ
す
ぐ
で
正
直
な
さ
ま
を
指
す
︒

注

釈



挺
⁝
⁝
大
正
蔵
用
字
︒﹃
説
文
解
字
﹄
で
は
﹁
拔
也
︒
从
手
廷
聲
︒
徒
鼎
切
﹂
と

記
さ
れ
て
お
り
︑
侹
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
︒

!

｢﹃
説
文
﹄︑
長
皃
也
﹂
⁝
⁝
こ
の
文
で
は
﹁
侹
﹂
の
意
味
が
﹁
長
い
姿
﹂
で
あ
る

こ
と
を
記
す
︒
す
な
わ
ち
︑﹁
侹
﹂
と
い
う
字
は
︑
背
が
高
く
て
ま
っ
す
ぐ
な
姿
を
象

徴
す
る
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
︒

"

｢
侹
侹
︑
正
直
也
﹂
⁝
⁝
﹁
侹
侹
﹂
と
は
︑
ま
っ
す
ぐ
で
正
直
な
様
子
を
表
す
︒

こ
の
表
現
は
︑﹁
侹
﹂
が
た
だ
の
姿
勢
や
体
型
だ
け
で
な
く
︑
人
格
的
な
側
面
︑
つ
ま

り
正
直
で
あ
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
こ
と
を
示
す
︒

第
)
項
目
︻
車
軾
︼

書
翼
反
︒
軾
高
三
尺
三
寸
︒﹃
説
文
﹄︑
軾
︑
車
前
也
︒﹃
儀
禮
﹄︑
君
軾
之
︒
鄭
玄
曰
︑
古

者
亦
乘
軾
︑
謂
小
俛
以
禮
主
人
也
︒
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経
典
本
文
該
当
箇
所

太
子
心
驚
怛
︑
身
垂
車
軾
前
︒
息
殆
絶
而
嘆
︑
世
人
一
何
誤
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
6
c1
2

～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
6
c
1
3︶

訓

読
(軾
の
音
は
︶
書
と
翼
の
反
︒
軾
は
高
さ
三
尺
三
寸
な
り
︒﹃
説
文
﹄︵
に
曰
く
︑︶﹁
軾

は
車
の
前
に
置
く
﹂︒﹃
儀
礼
﹄︵
に
曰
く
︑︶﹁
君
に
軾
す
る
﹂︒
鄭
玄
曰
く
︑﹁
古
は
ま

た
軾
に
乗
る
︒
小
し
く
俛
し
て
主
人
を
礼
す
る
を
謂
う
な
り
﹂︒

和

訳
軾
の
反
切
は
書
と
翼
で
あ
る
︒
軾
は
高
さ
三
尺
三
寸
で
あ
る
︒﹃
説
文
﹄
に
は
﹁
軾
と

は
車
の
前
部
に
置
か
れ
る
も
の
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒﹃
儀
礼
﹄
に
は
﹁
君
主
が
軾
を

使
う
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
鄭
玄
は
﹁
古
代
に
は
︑
人
々
が
軾
に
乗
り
︑
少
し
身
を
か

が
め
て
主
人
に
礼
を
尽
く
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
﹂
と
述
べ
て
い
る
︒

注

釈



『儀
禮
﹄
⁝
⁝
儒
教
の
学
者
で
あ
る
周
公
旦
の
時
代
︵
紀
元
前
一
一
世
紀
︶
を
背
景

に
︑
主
に
儀
式
や
礼
法
の
規
定
を
記
し
た
書
物
で
︑
礼
儀
や
儀
式
の
実
施
方
法
︑
具
体

的
な
動
作
や
言
葉
︑
祭
り
や
儀
式
の
手
順
な
ど
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
︒

!

軾
⁝
⁝
軾
は
車
の
前
部
に
取
り
付
け
ら
れ
る
部
品
で
︑
車
両
の
構
造
の
一
部
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
︒
そ
の
高
さ
は
お
お
よ
そ
三
尺
三
寸
︵
約
一
〇
〇
㎝
︶
で
あ

る
︒

"

鄭
玄
の
解
説
⁝
⁝
軾
に
乗
る
行
為
は
︑
謙
遜
と
敬
意
を
示
す
た
め
の
儀
式
的
な
行

動
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

第
*
項
目
︻
形
褻
︼

思
列
反
︒
鄙
陋
也
︑
褻
黷
也
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

妖
搖
而
徐
歩
︑
詐
親
漸
習
近
︒
情
欲
實
其
心
︑
兼
奉
大
王
旨
︒
慢
形
媟
隱
陋
︑
忘
其
慚

愧
情
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
7
b
0
2～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
0
7
b
0
4︶

＊
媟
＝
褻
︿
宋
﹀

訓

読
(褻
の
音
は
︶
思
と
列
の
反
︒
鄙
陋
な
り
︑
褻
黷
な
り
︒

和

訳
褻
の
反
切
は
思
と
列
で
あ
る
︒
粗
野
で
品
位
が
な
く
︑
汚
れ
た
︑
ま
た
は
品
性
に
欠
け

た
さ
ま
で
あ
る
︒

注

釈



形
褻
⁝
⁝
外
見
や
態
度
が
粗
野
で
︑
品
位
に
欠
け
た
状
態
を
指
す
︒﹁
褻
﹂
は
︑

物
が
汚
れ
て
い
る
︑
ま
た
は
不
潔
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
︑
人
の
振
る
舞
い
や
心

が
そ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
表
現
す
る
︒
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!

経
典
の
﹁
慢
形
媟
隱
陋
﹂
⁝
⁝
こ
れ
が
﹁
慢
﹂
な
態
度
で
品
位
に
欠
け
た
姿
勢
を

示
し
︑﹁
忘
其
慚
愧
情
﹂
と
続
き
︑
愚
か
な
振
る
舞
い
や
品
位
の
無
さ
を
強
調
す
る
︒

"

｢褻
﹂
と
﹁
媟
﹂
⁝
⁝
段
玉
裁
﹃
説
文
解
字
注
﹄﹁
今
人
从
褻
衣
字
為
之
︒
褻
行
而

媟
廃
矣
︒﹂

第
10
項
目
︻
勖
勵
︼

虛
玉
反
︒
勗
謂
勉
勵
也
︒﹃
方
言
﹄︑
齊
魯
謂
勉
爲
勗
滋
︒
勵
︑
相
勸
勵
也
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

不
知
少
壯
色
︑
俄
頃
老
死
壞
︒
哀
哉
此
大
惑
︑
愚
癡
覆
其
心
︒
當
思
老
病
死
︑
晝
夜
勤

勗
勵
︒
鋒
刃
臨
其
頸
︑
如
何
猶
嬉
笑
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.0
4
.0
0
0
7
b
2
0～
T
0
1
9
2
_
.0
4
.0
0
0
7
b
2
3︶

訓

読
(勗
の
音
は
︶
虚
と
玉
の
反
︒
勗
は
勉
勵
を
謂
う
な
り
︒﹃
方
言
﹄︵
に
曰
く
︑︶
齊
魯
は

勉
を
し
て
勗
滋
を
為
す
と
謂
う
︒
勵
は
相
勸
勵
す
る
な
り
︒

和

訳
勖
の
反
切
は
虛
と
玉
で
あ
る
︒
勗
は
︑
努
力
を
促
す
こ
と
を
意
味
す
る
︒﹃
方
言
﹄
に

は
﹁
斉
や
魯
の
地
方
で
は
︑
勉
め
る
こ
と
を
﹃
勗
滋
﹄
と
言
う
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒

ま
た
︑
勵
は
お
互
い
に
励
ま
し
合
う
こ
と
を
指
す
︒

校

異




｢﹃
方
言
﹄︑
齊
魯
謂
勉
爲
勗
滋
︒
勵
﹂
⁝
⁝
磧
砂
蔵
あ
り
︑
高
麗
蔵
に
は
存
し
な

い
︒

注

釈



｢齊
魯
謂
勉
爲
勗
滋
﹂
⁝
⁝
﹁
勗
滋
﹂
は
﹁
勉
め
る
こ
と
﹂
の
意
味
で
︑
特
に
中

国
の
斉
・
魯
地
方
で
使
わ
れ
て
い
た
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
地
域
ご
と
の
言
語

の
変
異
が
反
映
さ
れ
て
い
る
︒

!

勖
勵
⁝
⁝
﹁
勖
﹂
は
︑
努
力
や
奮
闘
を
促
す
意
味
で
使
わ
れ
︑
日
常
的
に
勉
励
を

指
す
︒﹁
勖
勵
﹂
の
組
み
合
わ
せ
は
︑
他
者
に
対
し
て
励
ま
す
︑
ま
た
は
自
分
を
奮
い

立
た
せ
る
行
動
を
意
味
す
る
︒

"

経
典
の
﹁
晝
夜
勤
勗
勵
﹂
⁝
⁝
経
典
の
文
中
で
﹁
勗
勵
﹂
と
は
︑
老
病
死
を
思
い
︑

昼
夜
を
問
わ
ず
自
分
を
励
ま
し
︑
懸
命
に
修
行
す
る
姿
を
表
現
す
る
︒

第
二
巻

第
11
項
目
︻
睒
睗
︼

式
Ç
反
︑
下
式
亦
反
︒
睒
睗
︑
暫
窺
疾
視
不
定
也
︒
經
文
作
郝
︑
非
也
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

持
鹿
戒
梵
志
︑
隨
鹿
遊
山
林
︒
麁
性
鹿
睒
睗
︑
見
太
子
端
視
︒
隨
鹿
諸
梵
志
︑
端
視
亦

復
然
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
1
2
c0
9～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
1
2
c1
1︶
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訓

読
(
睒
の
音
は
︶
式
と
Ç
の
反
︒︵
睗
の
音
は
︶
式
と
亦
の
反
︒
睒
睗
︑
暫
し
窺
い
疾
視
し

て
不
定
な
り
︒
経
文
に
郝
と
作
す
は
︑
非
な
り
︒

和

訳
睒
の
反
切
は
式
と
Ç
で
あ
り
︑
睗
の
反
切
は
式
と
亦
で
あ
る
︒
睒
睗
と
は
︑
一
時
的
に

見
つ
め
た
り
︑
目
を
速
く
動
か
し
て
視
線
が
定
ま
ら
な
い
様
子
を
指
す
︒
経
文
で

﹁
郝
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
︒

注

釈



睒
睗
⁝
⁝
視
線
が
定
ま
ら
な
い
状
態
を
指
す
︒
視
覚
的
に
不
確
定
ま
た
は
焦
点
を

合
わ
せ
る
こ
と
な
く
物
を
見
て
い
る
状
態
を
表
現
す
る
︒

第
12
項
目
︻
襤
褸
︼

古
文
懢
︑
又
作
襤
︑
同
︒
力
甘
反
︒
謂
衣
敗
也
︒
凡
人
衣
破
醜
弊
皆
謂
之
襤
褸
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

悉
捨
莊
嚴
具
︑
毀
悴
不
鮮
明
︒
擧
體
無
光
耀
︑
猶
如
細
小
星
︒
衣
裳
壞
繿
縷
︑
状
如
被

賊
形
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
1
4
c
1
7～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
1
4
c
1
9︶

訓

読

古
文
懢
︑
ま
た
襤
と
作
り
︑
同
じ
︒︵
襤
の
音
は
︶
力
と
甘
の
反
︒
衣
が
敗
れ
る
こ
と

を
謂
う
︒
凡
そ
人
の
衣
の
破
醜
弊
は
︑
皆
こ
れ
を
襤
褸
と
謂
う
︒

和

訳
古
い
文
字
で
は
﹁
懢
﹂
と
書
か
れ
︑
ま
た
﹁
襤
﹂
と
も
書
か
れ
︑
い
ず
れ
も
同
じ
意
味

で
あ
る
︒
襤
の
反
切
は
力
と
甘
で
あ
り
︑
衣
服
が
破
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
︒
人
々
は
︑

衣
服
が
破
れ
て
み
す
ぼ
ら
し
く
な
っ
た
状
態
を
す
べ
て
﹁
襤
褸
﹂
と
呼
ぶ
︒

注

釈



襤
褸
⁝
⁝
大
正
蔵
：﹁
繿
縷
﹂︑
異
体
字
で
あ
る
︒

!

｢
懢
﹂
と
﹁
襤
﹂
⁝
⁝
﹁
襤
褸
﹂
の
古
文
字
に
は
﹁
懢
﹂
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
︑
こ
の
文
字
も
﹁
襤
﹂
と
同
義
で
あ
る
︒﹁
懢
﹂
と
い
う
字
自
体
は
︑
衣
服
が
破
れ

た
様
子
や
︑
状
態
が
悪
く
な
っ
た
物
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
︒

"

経
典
の
﹁
衣
裳
壞
繿
縷
﹂
⁝
⁝
経
典
で
は
︑
衣
服
の
状
態
が
ひ
ど
く
破
れ
た
り
︑

ほ
つ
れ
た
り
し
て
︑
光
沢
や
美
し
さ
が
失
わ
れ
︑
む
し
ろ
貧
弱
な
印
象
を
与
え
る
こ
と

を
表
現
し
て
い
る
︒

第
13
項
目
︻
不
躅
︼

又
作
䠱
︑
同
︒
馳
録
反
︒﹃
漢
書
音
義
﹄
曰
︑
軌
︑
躅
跡
也
︒
三
輔
謂
牛
蹄
處
爲
躅
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

我
極
畏
王
法
︑
天
神
所
驅
逼
︒
速
牽
馬
與
之
︑
俱
去
疾
如
飛
︒
厭
氣
令
無
聲
︑
足
亦
不
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觸
地
︒
城
門
自
然
開
︑
虚
空
自
然
明
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.0
4
.0
0
1
5
b
2
3～
T
0
1
9
2
_
.0
4
.0
0
1
5
b
2
6︶

訓

読
ま
た
﹁
䠱
﹂
と
作
り
︑
同
じ
︒︵
躅
の
音
は
︶
馳
と
録
の
反
︒﹃
漢
書
音
義
﹄
に
曰
く
︑

﹁
軌
は
躅
跡
な
り
﹂︒
三
輔
は
牛
の
蹄
の
処
を
躅
と
謂
う
︒

和

訳
ま
た
﹁
䠱
﹂
と
も
書
き
︑
同
じ
意
味
で
あ
る
︒
躅
の
反
切
は
馳
と
録
で
あ
る
︒﹃
漢
書

音
義
﹄
に
は
﹁
軌
と
は
︑
足
跡
の
こ
と
﹂
と
あ
り
︑
三
輔
の
地
方
で
は
︑
牛
の
蹄
が
踏

ん
だ
場
所
を
﹁
躅
﹂
と
呼
ぶ
︒

注

釈



不
躅
⁝
⁝
大
正
蔵
：﹁
不
觸
﹂

『説
文
解
字
﹄
は
︑﹁
蹢
躅
也
﹂
︵
足
音
や
足
跡
︶
を
意
味
し
︑
足
を
踏
み
つ
け
る
動
き
に

関
係
す
る
字
で
あ
る
︒

｢觸
﹂
は
物
に
対
し
て
角
が
触
れ
る
意
味
︒

ま
た
﹁
䠱
﹂
と
も
書
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
︑
両
者
は
同
義
で
あ
り
︑
ど
ち
ら
も
﹁
躅
﹂

と
関
連
し
て
い
る
︒
足
跡
が
残
ら
な
い
︑
ま
た
は
目
に
見
え
る
跡
が
な
い
こ
と
を
示
唆

す
る
表
現
で
あ
る
︒

!

三
輔
⁝
⁝
西
漢
時
代
の
地
名
で
︑
特
に
長
安
周
辺
の
地
域
を
指
す
︒

"

経
典
の
﹁
足
亦
不
觸
地
﹂
⁝
⁝
経
典
の
本
文
で
は
︑
速
く
飛
ぶ
よ
う
に
進
む
際
に

﹁
足
も
地
面
に
触
れ
ず
︑
跡
も
残
さ
な
い
﹂
様
子
を
表
現
し
て
い
る
︒

第
14
項
目
︻
綢
繆
︼

直
流
反
︒﹃
詩
﹄
云
︑
綢
繆
束
薪
︒﹃
傳
﹄
曰
︑
綢
繆
猶
緾
綿
也
︒﹃
廣
雅
﹄︑
綢
︑
韜
也
︑

纏
也
︒
韜
音
土
勞
反
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

壯
年
心
輕
躁
︑
馳
騁
五
欲
境
︒
疇
侶
契
纏
綿
︑
情
交
相
感
深
︒
年
宿
寡
綢
繆
︑
順
法
者

所
宗
︒
五
欲
悉
休
廢
︑
増
長
樂
法
心
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
2
0
a
2
1～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
2
0
a
2
4︶

＊
音
義
の
第
二
巻
に
見
ら
れ
︑
経
典
の
第
三
巻
に
見
ら
れ
る
︒

訓

読
(綢
の
音
は
︶
直
と
流
の
反
︒﹃
詩
﹄
に
云
う
︑﹁
綢
繆
し
て
薪
を
束
ね
る
﹂︒﹃
傳
﹄
に

曰
く
︑﹁
綢
繆
は
猶
︑
綿
を
緾
う
こ
と
な
り
﹂︒﹃
廣
雅
﹄︵
に
曰
く
︑︶﹁
綢
は
韜
な
り
︑

纏
な
り
﹂︒
韜
の
音
は
︑
土
と
勞
の
反
︒

和

訳
綢
の
反
切
は
直
と
流
で
あ
る
︒﹃
詩
経
﹄
に
は
﹁
綢
繆
と
し
て
薪
を
束
ね
よ
﹂
と
あ
る
︒

﹃
傳
﹄
で
は
﹁
綢
繆
と
は
︑
ま
る
で
纏
綿
︵
絡
み
合
う
よ
う
な
さ
ま
︶
を
指
す
﹂
と
解
説

さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
﹃
廣
雅
﹄
に
は
︑﹁
綢
と
は
包
み
込
む
こ
と
︑
巻
き
つ
け
る
こ
と
﹂

と
あ
る
︒
韜
の
反
切
は
力
と
甘
で
あ
る
︒

校

異
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｢﹃
廣
雅
﹄︑
綢
︑
韜
也
︑
纏
也
︒
韜
音
土
勞
反
︒﹂
⁝
⁝
磧
砂
蔵
あ
り
︑
高
麗
蔵
存

し
な
い
︒

注

釈



『詩
﹄
⁝
⁝
﹃
詩
経
﹄
と
も
い
う
︒
中
国
最
古
の
詩
集
で
︑
儒
教
の
五
経
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
る
古
典
で
あ
り
︑
周
王
朝
か
ら
春
秋
時
代
に
か
け
て
詠
ま
れ
た
詩
を
収
録

し
て
い
る
︒

!

綢
繆
⁝
⁝
物
を
縛
る
︑
包
む
︑
ま
た
は
織
り
上
げ
る
こ
と
を
意
味
す
る
︒
具
体
的

に
は
︑﹁
綢
﹂
は
絹
や
麻
な
ど
の
織
物
を
指
し
︑
織
り
合
わ
せ
た
り
︑
編
ん
だ
り
す
る

行
為
を
示
す
︒﹁
繆
﹂
は
結
び
つ
け
る
こ
と
︑
ま
た
は
絡
み
合
わ
せ
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
︒
経
典
で
の
﹁
綢
繆
﹂
も
︑
物
事
が
し
っ
か
り
と
絡
み
合
い
︑
結
び
つ
い
て
い

る
状
態
を
表
す
︒

"

韜
⁝
⁝
﹁
包
む
﹂︑﹁
隠
す
﹂
と
い
う
意
味
が
あ
り
︑
物
を
外
部
か
ら
守
る
役
割
を

持
つ
︒

第
三
巻

第
15
項
目
︻
樊
籠
︼

扶
袁
反
︒
案
樊
即
籠
也
︒﹃
莊
子
﹄﹁
擇
雉
不
祈
畜
於
樊
中
﹂
是
也
︒
樊
︑
藩
也
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

觀
察
無
所
有
︑
是
無
所
有
處
︒
文
闇
皮
骨
離
︑
野
鳥
離
樊
籠
︒
遠
離
於
境
界
︑
解
脱
亦

復
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
2
3
c1
1～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
2
3
c1
3︶

訓

読
(樊
の
音
は
︶
扶
と
袁
の
反
︒
案
ず
る
に
樊
︑
即
ち
籠
な
り
︒﹃
莊
子
﹄︵
に
曰
く
︶︑

﹁
澤
雉
は
樊
中
に
畜
わ
る
る
を
祈
め
ず
﹂
と
是
な
り
︒
樊
は
藩
な
り
︒

和

訳
樊
の
反
切
は
扶
と
袁
で
あ
る
︒﹁
樊
﹂
と
は
︑
ま
さ
に
﹁
籠
﹂
の
こ
と
で
あ
る
︒﹃
莊

子
﹄
に
は
﹁
自
然
の
沢
に
い
る
雉
は
鳥
籠
の
中
に
飼
わ
れ
る
こ
と
を
願
い
求
め
な
い
︒﹂

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒﹁
樊
﹂
は
︑
藩
︵
囲
い
︶
の
意
味
で
あ
る
︒

注

釈



擇
雉
不
祈
畜
於
樊
中
⁝
⁝
﹃
莊
子
・
内
篇
・
養
生
主
﹄
よ
り
︑﹁
澤
雉
十
步
一
啄
︑

百
步
一
飲
︑
不
蕲
畜
乎
樊
中
﹂︒
こ
こ
で
﹁
樊
﹂
は
︑
鳥
を
飼
う
た
め
の
囲
い
︑
つ
ま

り
﹁
樊
籠
﹂
を
指
し
︑
自
由
を
尊
重
し
︑
囲
い
に
入
れ
る
こ
と
を
避
け
る
と
い
う
考
え

方
が
示
さ
れ
て
い
る
︒

!

樊
籠
⁝
⁝
囲
い
ま
た
は
檻
を
意
味
す
る
︒
こ
こ
で
の
﹁
樊
﹂
は
︑
動
物
や
鳥
を
囲

う
た
め
の
柵
や
檻
を
指
し
︑﹁
籠
﹂
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
︒

"

経
典
の
﹁
野
鳥
離
樊
籠
﹂
⁝
⁝
束
縛
か
ら
の
解
放
を
意
味
す
る
︒
樊
籠
か
ら
解
き

放
た
れ
た
鳥
が
自
由
に
飛
び
立
つ
様
子
を
描
い
て
い
る
︒
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第
16
項
目
︻
轟
轟
︼

呼
萌
反
︒﹃
説
文
﹄︑
羣
車
聲
也
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

言
曾
見
先
佛
︑
地
動
相
如
今
︒
牟
尼
徳
尊
長
︑
大
地
所
不
勝
︒
歩
歩
足
履
地
︑
轟
轟
震

動
聲
︒
妙
光
照
天
下
︑
猶
若
朝
日
明
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
2
4
c
2
8～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
2
5
a
0
2
)

訓

読
(轟
の
音
は
︶
呼
と
萌
の
反
︒﹃
説
文
﹄︵
に
曰
く
︑︶﹁
群
車
の
声
な
り
﹂︒

和

訳
轟
の
反
切
は
呼
と
萌
で
あ
る
︒﹃
説
文
解
字
﹄
に
は
︑﹁
群
車
と
は
車
の
音
で
あ
る
﹂
と

記
さ
れ
て
い
る
︒

注

釈



轟
轟
⁝
⁝
強
い
音
や
激
し
い
音
を
表
す
擬
音
語
で
︑
し
ば
し
ば
大
き
な
動
作
や
力

強
い
響
き
を
伴
う
状
況
を
描
写
す
る
︒﹃
説
文
解
字
﹄
に
よ
る
と
︑
こ
の
言
葉
は
﹁
群

車
の
声
﹂
に
由
来
し
︑
複
数
の
車
が
進
む
音
を
指
し
て
い
る
︒

!

経
典
の
﹁
轟
轟
震
動
聲
﹂
⁝
⁝
仏
陀
の
足
音
が
大
地
を
震
わ
せ
る
力
強
い
響
き
と

し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
︒

第
17
項
目
︻
呼
呷
︼

呼
甲
反
︒﹃
説
文
﹄︑
呷
︑
吸
︒﹃
子
虛
賦
﹄
云
︑
呷
吸
翠
粲
︒﹃
音
義
﹄
曰
︑
衣
起
張
也
︒

經
文
或
作
虓
呷
︒
虓
音
呼
交
反
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

或
空
中
旋
轉
︑
或
飛
騰
樹
間
︒
或
呼
叫
吼
喚
︑
惡
聲
震
天
地
︒
如
是
諸
惡
類
︑
圍
遶
菩

提
樹
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
2
5
c2
8～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
2
6
a
0
1︶

＊
呼
呷
＝
虓
呀
︿
三
﹀

訓

読
(呷
の
音
は
︶
呼
と
甲
の
反
︒﹃
説
文
﹄︵
に
曰
く
︑︶﹁
呷
は
吸
す
る
な
り
﹂︒﹃
子
虚
賦
﹄

に
云
う
︑﹁
呷
吸
し
て
翠
粲
た
る
こ
と
を
﹂︒﹃
音
義
﹄
に
曰
く
︑﹁
衣
起
り
張
る
な
り
﹂︒

経
文
に
︑
ま
た
虓
呷
と
作
す
こ
と
あ
り
︒
虓
の
音
は
︑
呼
と
交
の
反
︒

和

訳
呷
の
反
切
は
呼
と
甲
で
あ
る
︒﹃
説
文
解
字
﹄
に
は
﹁
呷
と
は
吸
う
こ
と
だ
﹂
と
記
さ

れ
て
い
る
︒﹃
子
虚
賦
﹄
で
は
﹁
呷
吸
し
て
翠
粲
の
よ
う
な
美
し
さ
を
得
る
﹂
と
言
っ

て
い
る
︒﹃
音
義
﹄
で
は
︑﹁
衣
が
起
き
て
張
る
さ
ま
﹂
を
指
す
と
説
明
さ
れ
て
い
る
︒

経
文
に
は
︑
ま
た
﹁
虓
呷
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
︒
虓
の
反
切
は
呼
と
交
で

あ
る
︒

（ 70 ）



注

釈



呷
⁝
⁝
﹁
吸
う
こ
と
﹂
を
意
味
す
る
字
で
︑
主
に
呼
吸
や
吸
い
込
む
行
為
を
示
す
︒

﹃
説
文
解
字
﹄
に
は
﹁
吸
呷
也
﹂︑
こ
の
字
が
使
わ
れ
る
文
脈
で
は
︑
何
か
を
吸
い
込
む
︑

あ
る
い
は
息
を
吸
う
動
作
を
指
す
︒

!

『子
虛
賦
﹄
の
﹁
呷
吸
翠
粲
﹂
⁝
⁝
﹃
子
虚
賦
﹄
は
司
馬
相
如
に
よ
っ
て
書
か
れ

た
中
国
前
漢
時
代
の
辞
賦
で
︑
虚
構
の
世
界
を
描
写
し
︑
自
然
の
美
や
宮
廷
の
壮
麗
さ

を
誇
張
し
て
い
る
︒﹃
子
虛
賦
﹄
曰
：
翕
呷
翠
粲
︒
張
揖
曰
：
翠
粲
︑
衣
声
也
︒

"

『音
義
﹄
曰
︑
衣
起
張
也
⁝
⁝
こ
の
場
合
︑
衣
服
が
ふ
く
ら
む
様
子
や
膨
ら
み
を

作
る
動
作
を
表
す
︒

$

経
典
の
﹁
呼
叫
吼
喚
﹂
⁝
⁝
激
し
い
音
や
叫
び
が
天
を
震
わ
せ
る
描
写
が
あ
り
︑

こ
れ
に
関
連
し
て
﹁
呷
﹂
や
﹁
虓
呷
﹂
と
い
っ
た
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
︒

第
18
項
目
︻
裂
眥
︼

在
計
反
︒﹃
説
文
﹄︑
目
崖
也
︒﹃
史
記
﹄
作
睚
眥
︒
五
賣
反
︑
財
賣
反
︒
瞋
目
皃
也
︒﹃
漢

書
﹄
作
厓
眥
︑
並
此
義
也
︒﹃
淮
南
子
﹄
云
﹁
瞋
目
裂
眥
﹂
是
也
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

魔
衆
相
驅
策
︑
各
進
其
威
力
︒
迭
共
相
催
切
︑
須
臾
令
摧
滅
︒
裂
目
而
切
齒
︑
亂
飛
而

超
摧
︒
菩
薩
悪
然
觀
︑
如
看
童
兒
戲
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
2
6
a
1
5～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
2
6
a
1
8︶

＊
目
而
＝
娃
加
︿
三
﹀

訓

読
(眥
の
音
は
︶
在
と
計
の
反
︒﹃
説
文
﹄︵
に
曰
く
︑︶
目
の
崖
︒﹃
史
記
﹄
に
﹁
睚
眥
﹂

と
作
す
︒︵
睚
の
音
は
︶
五
と
賣
の
反
︒︵
ま
た
︶
財
と
賣
の
反
︒
目
を
瞋
ら
せ
る
貌
な

り
︒﹃
漢
書
﹄
に
﹁
厓
眥
﹂
と
作
く
︑
同
じ
︒﹃
淮
南
子
﹄
に
云
う
︑﹁
瞋
目
し
て
眥
を

裂
く
﹂︑
こ
れ
な
り
︒

和

訳
眥
の
反
切
は
在
と
計
で
あ
る
︒﹃
説
文
解
字
﹄
に
は
﹁
目
の
崖
﹂
と
あ
り
︑
ま
た
﹃
史

記
﹄
に
は
﹁
睚
眥
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
睚
の
反
切
は
五
と
賣
︑
ま
た
財
と
賣
で
あ
り
︑

い
ず
れ
も
瞋
目
︑
す
な
わ
ち
怒
っ
て
目
を
睨
む
様
子
を
指
す
︒﹃
漢
書
﹄
に
も
﹁
厓
眥
﹂

と
記
さ
れ
︑
こ
れ
も
同
義
で
あ
る
︒
さ
ら
に
︑﹃
淮
南
子
﹄
に
は
﹁
瞋
目
し
て
眥
を
裂

く
﹂
と
い
う
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
︒

注

釈



裂
眥
⁝
⁝
怒
り
や
激
し
い
感
情
を
表
現
す
る
た
め
の
言
葉
で
︑
目
を
見
開
き
︑
怒

っ
て
睨
み
つ
け
る
様
子
を
指
す
︒
こ
こ
で
﹁
裂
﹂
は
︑
目
を
大
き
く
見
開
く
こ
と
を
意

味
し
︑﹁
眥
﹂
は
目
の
端
︑
目
尻
部
分
を
指
す
︒

!

睚
眥
⁝
⁝
﹃
史
記
﹄
に
登
場
す
る
﹁
睚
眥
﹂
は
︑
怒
っ
た
表
情
︑
す
な
わ
ち
目
を

見
開
い
て
睨
む
こ
と
を
意
味
す
る
︒﹃
説
文
解
字
﹄
で
は
﹁
目
の
崖
﹂
と
い
う
説
明
が

さ
れ
て
お
り
︑
目
尻
部
分
の
険
し
い
形
状
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
︒

"

経
典
の
﹁
裂
目
而
切
齒
﹂
⁝
⁝
強
い
怒
り
の
感
情
を
強
調
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て

い
る
︒

（ 71 ）



第
19
項
目
︻
潠
毒
︼

蘇
悶
反
︒﹃
通
俗
文
﹄︑
水
湓
曰
潠
︒﹃
埤
蒼
﹄︑
潠
︑
歕
也
︒
經
文
作
𠹀
︑
非
也
︒
歕
音
普

悶
反
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

雷
震
雨
大
雹
︑
化
成
五
色
花
︒
惡
龍
蛇
噀
毒
︑
化
成
香
風
氣
︒
諸
種
種
形
類
︑
欲
害
菩

薩
者
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
2
6
a
2
2～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
2
6
a
2
4︶

＊
𠹀
＝
噴
︿
元
﹀︿
明
﹀

訓

読
(
潠
の
音
は
︶
蘇
と
悶
の
反
︒﹃
通
俗
文
﹄︵
に
曰
く
︑︶﹁
水
湓
は
潠
と
言
う
﹂︒﹃
埤
蒼
﹄

︵
に
曰
く
︑︶﹁
潠
は
歕
な
り
﹂︒
経
文
に
は
﹁
𠹀
﹂
と
作
す
︑
非
な
り
︒
歕
の
音
は
普
と

悶
の
反
︒

和

訳
潠
の
反
切
は
蘇
と
悶
で
あ
る
︒﹃
通
俗
文
﹄
に
は
﹁
水
湓
は
︑
潠
と
も
呼
ば
れ
る
﹂
と

記
さ
れ
て
い
る
︒﹃
埤
蒼
﹄
で
は
﹁
潠
は
歕
で
あ
る
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
経
文
に
は

﹁
𠹀
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
が
︑
こ
れ
は
誤
用
で
あ
る
︒
歕
の
反
切
は
普
と
悶
で
あ
る
︒

校

異



見
出
し
語
と
語
釈
⁝
⁝
磧
砂
蔵
あ
り
︑
高
麗
蔵
に
は
見
当
た
ら
な
い
︒

注

釈



『通
俗
文
﹄
⁝
⁝
中
国
の
後
漢
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
文
献
で
︑
日
常
生
活
の
用
語

や
儀
礼
を
通
俗
的
に
説
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
︒

!

『
埤
蒼
﹄
⁝
⁝
中
国
後
漢
時
代
の
学
者
・
服
虔
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
辞
書
︒

"

水
湓
⁝
⁝
﹃
通
俗
文
﹄
に
登
場
す
る
﹁
水
湓
﹂
は
︑
流
れ
の
速
い
水
や
急
流
を
指

し
︑
そ
の
状
態
を
表
現
す
る
た
め
に
﹁
潠
﹂
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
︒

$

歕
⁝
⁝
﹃
埤
蒼
﹄
に
よ
る
と
︑﹁
潠
﹂
は
﹁
歕
﹂
と
も
呼
ば
れ
る
︒
歕
と
い
う
字

は
︑
特
に
古
代
の
辞
書
で
の
定
義
や
解
釈
に
基
づ
い
て
お
り
︑
水
や
流
れ
︑
も
し
く
は

液
体
が
激
し
く
湧
き
出
る
よ
う
な
状
態
を
示
す
言
葉
と
し
て
使
用
さ
れ
る
︒

%

経
典
の
﹁
惡
龍
蛇
噀
毒
﹂
⁝
⁝
経
典
の
文
脈
に
お
い
て
︑﹁
噀
毒
﹂
と
い
う
表
現

は
︑
悪
し
き
も
の
や
害
を
及
ぼ
す
も
の
を
示
し
て
い
る
︒

第
20
項
目
︻
爲
軔
︼

又
作
杒
︑
同
︒
如
振
反
︒﹃
説
文
﹄︑
礙
車
也
︒﹃
楚
辭
﹄︑
朝
發
軔
︒
王
逸
曰
︑
軔
︑
支
輪

木
也
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

淨
戒
爲
衆
輻
︑
調
伏
寂
定
齊
︒
堅
固
智
爲
輞
︑
慚
愧
楔
其
間
︒
正
念
以
爲
轂
︑
成
眞
實

法
輪
︒
正
眞
出
三
界
︑
不
退
從
邪
師
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.0
4
.0
0
3
0
b
2
4～
T
0
1
9
2
_
.0
4
.0
0
3
0
b
2
7︶

訓

読
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ま
た
﹁
杒
﹂
と
作
り
︑
同
じ
︒︵
軔
の
音
は
︶
如
と
振
の
反
︒﹃
説
文
﹄︵
に
曰
く
︑︶

﹁
車
を
礙
げ
る
な
り
﹂︒﹃
楚
辞
﹄︵
に
曰
く
︑︶﹁
朝
に
発
て
て
軔
す
﹂︒
王
逸
曰
く
︑﹁
軔

は
支
輪
木
な
り
﹂︒

和

訳
ま
た
﹁
杒
﹂
と
も
書
き
︑
同
じ
意
味
で
あ
る
︒
軔
の
反
切
は
如
と
振
で
あ
る
︒﹃
説
文

解
字
﹄
に
は
﹁
軔
と
は
車
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒﹃
楚
辞
﹄
に

は
﹁
朝
に
出
発
し
︑
軔
を
か
け
る
﹂
と
い
う
表
現
が
あ
る
︒
王
逸
は
﹁
軔
と
は
車
輪
を

支
え
る
木
の
部
材
で
あ
る
﹂
と
説
明
し
て
い
る
︒

校

異



｢﹃
楚
辞
﹄︑
朝
発
軔
︒
王
逸
曰
︑
軔
﹂
⁝
⁝
磧
砂
蔵
あ
り
︑
高
麗
蔵
に
は
見
当
た

ら
な
い
︒

注

釈



｢﹃
楚
辞
﹄︑
朝
発
軔
﹂
⁝
⁝
朝
に
出
発
し
て
車
輪
の
動
き
を
調
整
す
る
こ
と
を
意

味
し
て
お
り
︑
こ
こ
で
は
旅
行
や
遠
征
の
準
備
と
し
て
車
止
め
を
外
す
動
作
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
︒
軔
は
車
輪
を
支
え
る
重
要
な
部
品
で
あ
り
︑
出
発
前
に
そ
れ
を
整
え
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
︒

!

｢爲
軔
﹂
⁝
⁝
経
典
に
は
﹁
爲
軔
﹂
と
い
う
語
が
直
接
的
に
は
登
場
し
ま
せ
ん
が
︑

類
似
の
表
現
と
し
て
﹁
爲
輞
﹂
や
﹁
爲
轂
﹂
が
見
受
け
ら
れ
る
︒
こ
れ
ら
の
語
は
車
輪

の
各
部
位
を
指
し
︑
特
に
﹁
爲
輞
﹂
や
﹁
爲
轂
﹂
は
車
輪
の
構
造
や
機
能
に
関
連
す
る

部
分
を
説
明
し
て
お
り
︑﹁
爲
軔
﹂
も
そ
の
一
部
と
し
て
︑
車
輪
の
回
転
や
安
定
を
支

え
る
重
要
な
部
材
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
︒

"

｢爲
輞
﹂
⁝
⁝
﹃
玉
篇
﹄
に
よ
る
と
︑﹁
輞
﹂
は
車
輪
の
外
枠
部
分
を
指
し
︑
特
に

そ
の
形
状
が
網
の
よ
う
に
車
輪
を
囲
む
こ
と
か
ら
︑
車
輪
の
保
護
や
回
転
に
お
け
る
安

定
性
を
提
供
す
る
︒﹃
後
漢
·輿
服
志
﹄
で
は
︑
天
子
の
狩
り
用
の
車
に
使
用
さ
れ
る
輞

が
︑
装
飾
と
し
て
龍
が
周
囲
を
取
り
巻
く
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
車

輪
が
王
権
や
威
厳
を
象
徴
す
る
重
要
な
部
位
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
︒

$

｢爲
轂
﹂
⁝
⁝
﹁
爲
轂
﹂
は
車
輪
の
中
心
部
︑
車
軸
を
通
す
部
分
を
意
味
す
る
︒

こ
の
部
分
は
車
輪
の
回
転
を
支
え
る
た
め
︑
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
︒﹃
玉
篇
﹄

に
よ
る
と
︑
轂
は
車
輪
の
中
心
に
あ
た
る
円
形
の
木
材
で
︑
車
輪
の
回
転
を
ス
ム
ー
ズ

に
し
︑
車
軸
と
の
連
動
を
保
つ
た
め
に
不
可
欠
な
部
品
で
あ
る
︒
車
輪
の
中
心
部
を
安

定
さ
せ
る
こ
と
は
︑
全
体
の
動
き
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
︒第

21
項
目
︻
風
霽
︼

子
詣
反
︒﹃
説
文
﹄︑
雨
止
也
︒﹃
爾
雅
﹄
注
云
︑
南
陽
人
呼
雨
止
爲
霽
也
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

廣
爲
群
生
類
︑
轉
寂
靜
法
輪
︒
風
霽
雲
霧
除
︑
空
中
雨
天
華
︒
諸
天
奏
天
樂
︑
嘉
歎
未

曾
有
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
3
0
c0
3～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
3
0
c0
5︶

訓

読
(霽
の
音
は
︶
子
と
詣
の
反
︒﹃
説
文
﹄︵
に
曰
く
︑︶﹁
雨
止
な
り
﹂︒﹃
爾
雅
﹄
の
注
に
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云
う
︑﹁
南
陽
の
人
々
は
︑
雨
止
を
霽
と
呼
ぶ
な
り
﹂︒

和

訳
霽
の
反
切
は
子
と
詣
で
あ
る
︒﹃
説
文
解
字
﹄
に
は
﹁
雨
が
止
む
こ
と
だ
﹂
と
記
さ
れ

て
い
る
︒﹃
爾
雅
﹄
の
注
釈
に
は
︑﹁
南
陽
の
人
々
は
︑
雨
が
止
ん
だ
こ
と
を
霽
と
呼

ぶ
﹂
と
あ
る
︒

校

異



｢﹃
爾
雅
﹄
注
云
﹂
⁝
⁝
磧
砂
蔵
に
記
録
が
あ
り
︑
高
麗
蔵
に
は
存
在
し
な
い
︒

注

釈



｢﹃
爾
雅
﹄
注
云
︑
南
陽
人
呼
雨
止
爲
霽
也
﹂
⁝
⁝
﹃
爾
雅
﹄
の
注
に
は
︑
特
定
の

地
域
や
風
習
に
関
す
る
情
報
が
し
ば
し
ば
含
ま
れ
て
お
り
︑
こ
の
場
合
︑
南
陽
地
方
の

人
々
が
﹁
雨
が
止
む
こ
と
﹂
を
﹁
霽
﹂
と
呼
ぶ
と
い
う
風
習
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の

注
釈
は
︑
地
域
ご
と
の
言
葉
の
使
い
方
に
差
異
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
︑
同
じ

現
象
で
も
地
方
に
よ
っ
て
異
な
る
呼
び
方
が
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
︒

!

経
典
の
﹁
風
霽
雲
霧
除
﹂
⁝
⁝
経
典
の
﹁
風
霽
﹂
と
い
う
表
現
は
︑
風
と
霽
が
組

み
合
わ
さ
っ
た
形
で
︑
風
に
よ
っ
て
雨
が
止
ん
だ
後
の
晴
れ
間
を
示
唆
し
て
い
る
︒

第
四
巻

第
22
項
目
︻
羽
葆
︼

或
作
𦐙
︑
同
︒
補
道
反
︒
謂
合
聚
五
色
羽
爲
葆
︒﹃
漢
書
﹄﹁
羽
葆
﹂
是
也
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

堂
堂
儀
雅
容
︑
束
身
視
地
行
︒
應
戴
羽
寶
蓋
︑
手
攬
飛
龍
轡
︒
如
何
冒
游
塵
︑
執
鉢
而

行
乞
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
3
8
a
2
0～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
3
8
a
2
2︶

＊
賓
＝
葆
︿
三
﹀

訓

読
或
は
𦐙
と
作
り
︑
同
じ
︒︵
葆
の
音
は
︶
補
と
道
の
反
︒
合
め
て
五
色
の
羽
を
聚
め
て

葆
を
為
す
こ
と
を
謂
う
︒﹃
漢
書
﹄
に
﹁
羽
葆
﹂
と
あ
る
の
は
是
れ
な
り
︒

和

訳
あ
る
い
は
﹁
𦐙
﹂
と
も
書
か
れ
︑
同
じ
意
味
で
あ
る
︒
葆
の
反
切
は
補
と
道
で
あ
り
︑

五
色
の
羽
を
集
め
て
葆
を
作
る
こ
と
を
指
す
︒﹃
漢
書
﹄
に
﹁
羽
葆
﹂
と
記
さ
れ
て
い

る
の
は
︑
こ
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
︒

校

異



｢﹃
漢
書
﹄﹁
羽
葆
﹂
是
也
︒﹂
⁝
⁝
磧
砂
蔵
に
記
録
が
あ
り
︑
高
麗
蔵
に
は
存
在
し
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な
い
︒

第
23
項
目
︻
火
鎔
︼

榆
鍾
反
︒﹃
説
文
﹄︑
治
器
法
也
︒﹃
漢
書
﹄︑
猶
金
在
鎔
︒
應
劭
曰
︑
鐵
形
也
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

古
昔
諸
勝
王
︑
猶
若
自
在
天
︒
勇
健
志
騰
虚
︑
暫
顯
已
磨
滅
︒
劫
火
鎔
須
彌
︑
海
水
悉

枯
竭
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
3
9
b
0
1～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
3
9
b
0
3︶

訓

読
(鎔
の
音
は
︶
榆
と
鍾
の
反
︒﹃
説
文
﹄︵
に
曰
く
︑︶﹁
治
器
の
法
な
り
﹂︒﹃
漢
書
﹄︵
に

曰
く
︑︶﹁
猶
金
を
鎔
す
る
に
在
り
﹂︒
應
劭
曰
く
︑﹁
鉄
の
形
な
り
﹂︒

和

訳
鎔
の
反
切
は
榆
と
鍾
で
あ
る
︒﹃
説
文
解
字
﹄
に
は
﹁
治
器
と
は
︑
器
物
を
作
る
方
法

の
こ
と
だ
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒﹃
漢
書
﹄
に
は
﹁
金
が
溶
け
て
形
を
作
る
よ
う
な
も

の
だ
﹂
と
記
さ
れ
て
お
り
︑
應
劭
は
こ
れ
を
﹁
鉄
の
形
だ
﹂
と
解
説
し
て
い
る
︒

校

異



｢﹃
漢
書
﹄︑
猶
金
在
鎔
︒
應
劭
曰
﹂
⁝
⁝
磧
砂
蔵
あ
り
︑
高
麗
蔵
に
は
存
在
し
な

い
︒

注

釈



『漢
書
﹄
⁝
⁝
中
国
の
歴
史
書
の
一
つ
で
︑
前
漢
の
歴
史
を
記
録
し
た
も
の
で
︑

司
馬
遷
の
﹃
史
記
﹄
を
引
き
継
ぐ
形
で
編
纂
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
中
で
﹁
猶
金
在
鎔
﹂

と
い
う
の
は
︑
金
属
を
溶
か
し
て
形
を
作
る
技
術
や
過
程
を
表
す
も
の
で
あ
り
︑
変
化

や
変
容
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
︒

!

應
劭
の
解
釈
⁝
⁝
應
劭
は
︑
後
漢
の
時
代
に
活
躍
し
た
学
者
で
︑
古
代
の
文
学
や

字
義
の
研
究
を
行
な
っ
た
︒﹁
鉄
の
形
な
り
﹂
と
い
う
の
は
︑
火
鎔
と
い
う
言
葉
が
示

す
金
属
の
溶
解
と
固
化
の
過
程
に
お
い
て
︑
鉄
の
よ
う
に
形
が
変
わ
り
な
が
ら
も
強
固

で
安
定
し
た
も
の
を
形
成
す
る
こ
と
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
︒

"

経
典
の
﹁
劫
火
鎔
須
彌
﹂
⁝
⁝
劫
火
が
須
彌
山
を
溶
か
し
︑
す
べ
て
を
焼
き
尽
く

す
と
い
う
象
徴
的
な
言
い
回
し
で
あ
る
︒
こ
こ
で
﹁
火
鎔
﹂
は
物
理
的
な
溶
解
を
意
味

す
る
だ
け
で
な
く
︑
時
間
の
経
過
と
と
も
に
す
べ
て
を
浄
化
・
消
滅
さ
せ
る
力
を
象
徴

し
て
い
る
︒

第
五
巻

第
24
項
目
︻
冠
衮
︼

姑
本
反
︒﹃
爾
雅
﹄︑
衮
︑
𣀅
也
︒
郭
璞
曰
︑
衮
衣
有
黻
文
也
︒
玄
衣
而
畫
以
龍
者
也
︒
經

文
作
亜
︑
非
也
︒
黻
音
甫
勿
反
︒
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経
典
本
文
該
当
箇
所

青
赤
黄
緑
色
︑
其
衆
各
異
儀
︒
導
從
翼
前
後
︑
爭
塗
競
路
前
︒
天
冠
衮
花
服
︑
寶
飾
以

莊
嚴
︒
威
容
盛
明
曜
︑
増
暉
彼
園
林
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
4
2
b
2
5～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
4
2
b
2
8
)

訓

読
(
衮
の
音
は
︶
姑
と
本
の
反
︒﹃
爾
雅
﹄︵
に
曰
く
︑︶﹁
衮
は
𣀅
な
り
﹂︒
郭
璞
曰
く
︑

﹁
衮
衣
は
黻
文
を
有
つ
な
り
︒
玄
衣
に
し
て
龍
を
画
く
者
な
り
﹂︒
経
文
に
亜
と
作
る
︑

非
な
り
︒
黻
の
音
︑
甫
と
勿
の
反
︒

和

訳
衮
の
反
切
は
姑
と
本
で
あ
る
︒﹃
爾
雅
﹄
に
は
﹁
衮
は
𣀅
で
あ
る
﹂
と
記
さ
れ
て
お
り
︑

郭
璞
は
﹁
衮
の
衣
は
黻
模
様
を
持
ち
︑
黒
い
衣
に
龍
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
﹂
と
述
べ

て
い
る
︒
経
文
で
は
﹁
亜
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
が
︑
こ
れ
は
誤
用
で
あ
る
︒
黻
の
反
切

は
甫
と
勿
で
あ
る
︒

注

釈



衮
⁝
⁝
古
代
中
国
の
高
位
の
人
物
が
着
る
衣
服
を
指
す
言
葉
で
あ
り
︑
特
に
皇
帝

や
貴
族
が
着
る
竜
の
縫
取
り
模
様
の
あ
る
礼
服
を
指
す
︒

!

黻
⁝
⁝
古
代
の
礼
服
や
装
飾
に
用
い
ら
れ
る
模
様
で
︑﹃
説
文
解
字
﹄
で
は
﹁
黒

与
青
相
次
文
﹂
と
説
明
さ
れ
て
お
り
︑
青
と
黒
が
交
互
に
並
ん
だ
模
様
が
特
徴
的
で
あ

る
︒
黻
の
模
様
は
︑
威
厳
や
尊
厳
を
象
徴
し
︑
主
に
高
位
の
人
物
が
着
る
衣
服
に
刺
繡

さ
れ
た
︒

第
25
項
目
︻
崦
嵫
︼

又
作
𡹮
︑
同
︒
猗
廉
反
︑
下
子
辭
反
︒﹃
山
海
經
﹄
云
︑
鳥
鼠
同
穴
︒
山
西
南
三
百
六
十

里
有
山
名
崦
嵫
︑
日
所
入
也
︒﹃
楚
辭
﹄︑
望
崦
嵫
而
勿
迫
︒
王
逸
曰
︑
山
名
︒
下
有
豪
水
︑

水
中
虞
淵
日
所
入
也
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

善
御
七
駿
馬
︑
軍
衆
羽
從
遊
︒
光
光
日
天
子
︑
猶
入
於
崦
嵫
︒
日
月
五
障
翳
︑
衆
生
失

光
明
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
5
0
c0
4～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
5
0
c0
6
)

訓

読
ま
た
𡹮
と
作
り
︑
同
じ
︒︵
崦
の
音
は
︶
猗
と
廉
の
反
︒︵
嵫
の
音
は
︶
子
と
辭
の
反
︒

﹃
山
海
経
﹄
に
云
う
︑﹁
鳥
鼠
同
穴
す
﹂︒
山
西
南
三
百
六
十
里
に
山
あ
り
︑
名
づ
け
て

崦
嵫
と
い
う
︒
日
所
入
る
な
り
︒﹃
楚
辞
﹄︵
に
曰
く
︑︶﹁
崦
嵫
を
望
み
て
迫
る
こ
と
な

か
れ
﹂︒
王
逸
曰
く
︑﹁
山
名
な
り
︒
下
に
豪
水
あ
り
︑
水
中
に
虞
淵
あ
り
︑
日
所
入
る

な
り
﹂︒

和

訳
ま
た
﹁
𡹮
﹂
と
も
書
か
れ
︑
同
じ
意
味
で
あ
る
︒
崦
の
反
切
は
猗
と
廉
で
あ
り
︑
嵫
の

反
切
は
子
と
辭
で
あ
る
︒﹃
山
海
経
﹄
に
は
﹁
鳥
と
鼠
が
同
じ
穴
に
住
む
﹂
と
あ
り
︑

山
西
南
三
百
六
十
里
に
﹁
崦
嵫
﹂
と
名
付
け
ら
れ
た
山
が
あ
り
︑
そ
こ
が
太
陽
の
沈
む

場
所
で
あ
る
︒﹃
楚
辞
﹄
に
は
﹁
崦
嵫
を
見
て
︑
近
づ
か
な
い
よ
う
に
せ
よ
﹂
と
記
載
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さ
れ
て
い
る
︒
王
逸
は
﹁
崦
嵫
は
山
の
名
前
で
あ
り
︑
山
の
下
に
は
豪
水
が
あ
り
︑
そ

の
水
中
に
虞
淵
が
あ
る
場
所
で
︑
太
陽
が
沈
む
場
所
で
あ
る
﹂
と
述
べ
て
い
る
︒

注

釈



『山
海
経
﹄
⁝
⁝
中
国
の
古
代
文
献
で
︑
山
や
川
︑
土
地
︑
動
植
物
に
関
す
る
記

録
が
記
載
さ
れ
て
お
り
︑
神
話
や
伝
説
も
含
ま
れ
て
い
る
︒

!

『楚
辞
﹄
⁝
⁝
戦
国
時
代
の
詩
人
屈
原
を
代
表
と
す
る
楚
の
詩
歌
の
集
成
で
あ
る
︒

﹁
崦
嵫
を
望
み
て
迫
る
こ
と
な
か
れ
﹂
と
い
う
言
葉
は
︑
崦
嵫
と
い
う
場
所
が
何
ら
か

の
神
聖
ま
た
は
禁
忌
の
意
味
を
持
つ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
︒

"

王
逸
⁝
⁝
王
逸
は
︑
古
代
中
国
の
注
釈
家
で
あ
り
︑
特
に
﹃
楚
辞
﹄
に
関
す
る
注

釈
を
多
く
残
し
て
い
る
︒
彼
の
解
釈
に
よ
れ
ば
︑
崦
嵫
は
単
な
る
山
の
名
前
で
は
な
く
︑

そ
の
下
に
は
﹁
豪
水
﹂
が
存
在
し
︑
水
中
に
﹁
虞
淵
﹂
が
あ
る
場
所
で
︑
太
陽
が
沈
む

場
所
と
し
て
の
神
聖
さ
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
︒

第
26
項
目
︻
迄
于
︼

虛
乞
反
︒﹃
爾
雅
﹄︑
迄
︑
至
也
︒

経
典
本
文
該
当
箇
所

令
一
切
樂
法
︑
以
慧
充
一
切
︒
悉
安
慰
一
切
︑
一
切
徳
普
流
︒
名
聞
遍
一
切
︑
重
照
迄

於
今
︒
諸
有
競
徳
者
︑
於
彼
哀
愍
心
︒
︵
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
5
0
c
1
8～
T
0
1
9
2
_
.
0
4
.
0
0
5
0
c2
1︶

＊
於
＝
于
︿
三
﹀

訓

読
(
迄
の
音
は
︶
虛
と
乞
の
反
︒﹃
爾
雅
﹄︵
に
曰
く
︑︶﹁
迄
は
至
る
な
り
﹂︒

和

訳
迄
の
反
切
は
虛
と
乞
で
あ
り
︑﹃
爾
雅
﹄
に
は
﹁
迄
と
は
︑
至
る
こ
と
だ
﹂
と
記
載
さ

れ
て
い
る
︒

注

釈



経
典
の
﹁
重
照
迄
於
今
﹂
⁝
⁝
経
典
に
お
け
る
﹁
迄
於
今
﹂
は
︑﹁
至
今
﹂
と
い

う
意
味
で
用
い
ら
れ
︑
徳
や
功
績
が
今
に
至
る
ま
で
広
く
影
響
を
与
え
て
い
る
様
子
を

表
す
︒

（ 77 ）




